
資料１

第２期八潮市 

まち・ひと・しごと創生総合戦略 

～令和４年度事業評価～ 
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総合戦略　基本目標別総括評価シート（対象：Ｒ４年度実施事業）

３ 工業支援事業 A

八潮駅周辺地区における商店街組
織数／年間

B

B４ 地産地消推進事業 A

５ 北部拠点まちづくり事業 A A

直売所利用者数／年間

北部拠点地区の進出事業所数／年
間

事業承継事業所数／年間

２ 経営革新取組企業支援事業

1.95

備　　考

事業の状況

B

事務事業名
活動
評価

１ 中心商業拠点の形成事業 B

八潮市の有効求人倍率
（年度の平均値）

―
現状値と同程度を維持 現状値と同程度を維持

A 経営革新計画承認件数／累計

ＫＰＩ名

B

産業の振興と就労支援によるいきいきと働ける環境づくり

数値目標

基本目標 1

指標名 単位 現状値 R4 R5 R6

現状値と同程度を維持

R7

現状値と同程度を維持

実績

計画1.61
（R2年度)

達成度
評価
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総合戦略　事業評価シート（対象：Ｒ４年度実施事業）

コロナ禍において影響を受けている事業者に対して組織化の意識醸成を図るこ
とは難しかったことから、「ウィズコロナ」を見据えた今後の事業の運営や、
組織化に向けた継続的な取組を検討することができた。

③ 成果向上のための課題と対応策

重点化（拡充）

0 0 2

八潮駅周辺商業者意向等調査において組織化に対して前向きな回答があった事
業者に対して、セミナー等に参加した事業者を中心に専門家を派遣し商店街活
動や組織化に向けた意識の向上を図る。

R7R6R5

手段を改善 効率・簡素化 その他

R4

課
題

八潮駅周辺の事業者の組織化に対する意識の醸成が途上である。

理
由

② Ｒ４年度のＫＰＩ達成度

0

対
応

：見直して継続 ：他事業と統合して継続

0

A：達成した(100%） ● B：概ね達成できた(80%以上) C：達成できなかった（80%未満）

方向性

● ：現状のまま継続 ：休止・廃止 ：終了・完了

総合戦略

●

コロナの状況を見据えながら、組織化に向けた取組みの
検討を行った。 理

由

令和元年度に実施した八潮駅周辺商業魅力ＵＰセミナー参加した事業所（グ
ループ）を中心に、組織化に向けたさらなる意識の醸成を図るための取組みを
検討した。

魅力あふれる商業づくり（商業・サービス業）

基本目標

事業内容

具体的な施策

1

事業の評価

R4

産業の振興と就労支援によるいきいきと働ける環境づくり

・中心商業拠点を形成するため、八潮駅周辺事業者の組織化を推進し、市内商店会との連携を図り、市内全域の商業活性化を支援する。これによ
り、市内経済の活性化が図られる。

(内0)

0

策定時現状値

R6

計画

実績

R7

ＫＰＩ名

八潮駅周辺地区における商店街組
織数／年間

件

単位

R5

事業の実施状況（見込み）
（内一般財源）

B：あまりできなかった（80%未満） C：活動できなかった

事業費（千円）

商工観光課

産業経済・観光～地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまち～

0

課部１ 中心商業拠点の形成事業 市民活力推進部

中心商業拠点の形成

事務事業名

① Ｒ４年度の活動の実施状況の評価

施策の柱(章) 4

A：概ねできた(80%以上)

総合計画
大施策(節) 2
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総合戦略　事業評価シート（対象：Ｒ４年度実施事業）

件

単位 R4

課
題
経営革新計画承認企業は年々増加してきているが、まだ、経営革新計画承認制
度について、認知度が低い状況である。

：見直して継続 ：他事業と統合して継続

重点化（拡充） 手段を改善 効率・簡素化 その他

132
96

策定時現状値

事業内容

具体的な施策

1

114

産業の振興と就労支援によるいきいきと働ける環境づくり

・経営の向上を図るため、中小企業新事業活動促進法に基づき、中小企業が行う新技術の活用や異分野連携による新事業開拓などを支援する。こ
れにより事業所の生産性向上、事業拡大が図られる。

方向性

● ：現状のまま継続

123

② Ｒ４年度のＫＰＩ達成度

141

R7R6R5

B：あまりできなかった（80%未満） C：活動できなかった

(内140)

八潮市商工会と連携して、経営革新計画の申請を行う意
向のある３事業所に専門家を派遣した。

活力ある工業づくり

：休止・廃止 ：終了・完了

事業費（千円）

経営革新計画承認制度を取得するメリット等について、市内企業に理解を深め
るためのＰＲを行う。

対
応

理
由
八潮市商工会と連携して、経営革新計画の申請を行う意向のある３事業所に専
門家を派遣して、経営革新計画承認を目指した。

理
由
経営革新計画承認企業は順調に増加しているものの、目標値である114件の承
認に至らなかった

③ 成果向上のための課題と対応策

A：達成した(100%） ● B：概ね達成できた(80%以上) C：達成できなかった（80%未満）

基本目標

R6

計画

実績

R7

ＫＰＩ名

経営革新計画承認件数／累計
105

R5

総合計画
大施策(節) 3

総合戦略
経営近代化の促進

●

市民活力推進部事務事業名

① Ｒ４年度の活動の実施状況の評価

施策の柱(章) 4

事業の実施状況（見込み）
（内一般財源）

事業の評価

140

商工観光課

産業経済・観光～地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまち～

課部２　経営革新取組企業支援事業

R4

A：概ねできた(80%以上)
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総合戦略　事業評価シート（対象：Ｒ４年度実施事業）

件

単位 R4

課
題

本市は県内でも事業所数が多いところが特徴であるが、その事業所数は様々な
要因により年々減少している。中でも事業承継については、全国的にも課題と
されている。

：見直して継続 ：他事業と統合して継続

重点化（拡充） 手段を改善 効率・簡素化 その他

0
0

策定時現状値

基本目標

事業内容

具体的な施策

1

0

産業の振興と就労支援によるいきいきと働ける環境づくり

・中小企業経営者の高齢化が進む中、事業承継が大きな課題となっている。そこで「後継者の教育」「経営体制の整備」など長期的に取り組むこ
とが必要であることから、セミナーを実施し、事業承継に向けた事業者の意識を高める。これにより、市内事業所の事業継続が図られる。

方向性

● ：現状のまま継続

0

② Ｒ４年度のＫＰＩ達成度

1

R7R6R5

B：あまりできなかった（80%未満） C：活動できなかった

(内165)

八潮市商工会と連携し、「事業承継セミナー」や「事業
承継個別相談」を実施した。

活力ある工業づくり

：休止・廃止 ：終了・完了

事業費（千円）

事業が継続できるよう事業承継セミナー等を開催し、引き続き事業継続に向け
た意識の醸成を図る取組を行う。

対
応

理
由
八潮市商工会と連携し、円滑な事業継承を行えるように「事業承継セミナー」
を実施した。

理
由
令和３年度に続き「事業承継セミナー」を開催し、事業承継に向けた意識の醸
成を図ることができた。

③ 成果向上のための課題と対応策

A：達成した(100%） ● B：概ね達成できた(80%以上) C：達成できなかった（80%未満）

R6

計画

実績

R7

ＫＰＩ名

事業承継事業所数／年間
0

R5

総合計画
大施策(節) 3

総合戦略
工業環境の整備

●

市民活力推進部事務事業名

① Ｒ４年度の活動の実施状況の評価

施策の柱(章) 4

事業の実施状況（見込み）
（内一般財源）

事業の評価

165

商工観光課

産業経済・観光～地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまち～

課部３　工業支援事業

R4

A：概ねできた(80%以上)

5



総合戦略　事業評価シート（対象：Ｒ４年度実施事業）

■

人

単位 R4

課
題
イオン八潮南店への出荷もあり、直売所会員の出荷先が分散しているため、八
潮市ふれあい農産物直売所への出荷量を確保する必要がある。

：見直して継続 ：他事業と統合して継続

重点化（拡充） 手段を改善 効率・簡素化 その他

78,400
62,644

策定時現状値

具体的な施策

1

75,200

産業の振興と就労支援によるいきいきと働ける環境づくり

・新たな需要の拡大や販路の開拓を促進するため、市独自の認定制度の創設等により八潮の八つの野菜のブランド化や情報発信によるイメージ
アップを図る。

方向性

● ：現状のまま継続

76,800

② Ｒ４年度のＫＰＩ達成度

80,000

R7R6R5

B：あまりできなかった（80%未満） C：活動できなかった八潮の八つの野菜を各種イベントを通じてＰＲ事業を展
開する。また引き続き枝豆に貼る枝豆ブランドシールを
作成し、八潮市産枝豆のブランド化を図ることにより、
八潮産農産物のイメージアップと消費拡大を図る。

環境にやさしい魅力ある都市型農業づくり

：休止・廃止 ：終了・完了

事業費（千円）

八潮市ふれあい農産物直売所に出荷できる農業者を確保する。
対
応

理
由

イオン八潮南店は、新鮮野菜の販売を増やすため、令和３年６月に新鮮野菜
コーナーを設置した。その結果、八潮市ふれあい農産物直売所の客数は大きく
伸びていないが、ＪＡが関与するイオン八潮南店新鮮野菜コーナーへの客数も
あるため、トータルの客数としては一定数を確保している。

理
由
イオン八潮南店の新鮮野菜コーナーにも農産物が流れているが、八潮市ふれあ
い農産物直売所の利用者数は計画値の８０%以上を達成できた。

③ 成果向上のための課題と対応策

A：達成した(100%） ● B：概ね達成できた(80%以上) C：達成できなかった（80%未満）

事業内容

R6

計画

実績

R7

ＫＰＩ名

直売所利用者数／年間
62,312

R5

総合計画
大施策(節) 1

総合戦略
地産地消の推進と農産物のブランド化

●

市民活力推進部事務事業名

① Ｒ４年度の活動の実施状況の評価

施策の柱(章) 4

事業の実施状況（見込み）
（内一般財源）

事業の評価

289

都市農業課

産業経済・観光～地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまち～

課部４　地産地消推進事業

R4

A：概ねできた(80%以上)

基本目標
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総合戦略　事業評価シート（対象：Ｒ４年度実施事業）

■

総合計画
大施策(節) 1

総合戦略
都市核と地域核の形成

●

都市デザイン部事務事業名

①　Ｒ４年度の活動の実施状況の評価

施策の柱(章) 5

事業の実施状況（見込み）
（内一般財源）

事業の評価

24,060

都市計画課

都市基盤・環境～快適でやすらぎと潤いのあるまち～

課部５　北部拠点まちづくり事業

R4

A：概ねできた(80%以上)

基本目標

事業内容

R6

計画

実績

R7

ＫＰＩ名

北部拠点地区の進出事業所数
／年間 0

R5

自然と調和した都市空間づくり

：休止・廃止 ：終了・完了

事業費（千円）

（仮称）外環八潮スマートＩＣ等の整備に向け、都市計画決定に向けた手続きを進める
とともに、関係機関と協議・調整を進めるとともに、（仮称）外環八潮スマートＩＣ等
の整備に充てる、財源確保として国庫補助を活用していく。
次に（仮称）道の駅については、今後庁内検討委員会を設置し、必要な休憩施設以外に
地域振興などに必要な施設、整備候補地などの検討を進める。

対
応

理
由

（仮称）外環八潮スマートＩＣについては、新規事業化が決定した。また、
（仮称）外環八潮スマートＩＣ、（仮称）入谷東西線等の都市計画決定に向け
た交通管理者協議が完了したことや、（仮称）道の駅に関し国からの助言を受
け、早期に検討が出来たため。

理
由

（仮称）外環八潮スマートＩＣについては新規事業化が決定し、都市計画決定
に向け警察協議等など各種調整を進める事ができた。また、「北部拠点まちづ
くり推進地区まちづくり計画」に基づく地元マネジメント組織の設立に向けた
第２回勉強会を開催することが出来たため。

③　成果向上のための課題と対応策

A：達成した(100%） 　 B：概ね達成できた(80%以上) C：達成できなかった（80%未満）

具体的な施策

1

0

産業の振興と就労支援によるいきいきと働ける環境づくり

・外環八潮PA整備や外環八潮スマートICの設置及び流通業務機能、道の駅などの集客施設等の導入による拠点形成を図るため、「北部拠点まちづ
くり推進地区まちづくり計画」に基づき地元マネジメント組織を立ち上げ、個別開発によるまちづくり（企業立地）を促進する。

方向性

● ：現状のまま継続

0

②　Ｒ４年度のＫＰＩ達成度

●

1

R7R6R5

B：あまりできなかった（80%未満） C：活動できなかった

(内24,060)

（仮称）外環八潮スマートＩＣの新規事業化に向け、関
係機関との調整を進めるとともに国への要望活動を行
い、９月30日に新規事業化が決定した。
（仮称）外環八潮スマートＩＣ等の都市計画決定に向け
た関係機関との協議を進めた。
まちづくり計画に基づく、地元マネジメント組織の設立
に向け、地元町会等との勉強会を開催した。

件

単位 R4

課
題

（仮称）外環八潮スマートＩＣ等の整備については、（仮称）八潮ＰＡとの同時供用を
目指すため、引き続き関係機関との調整及び財源の確保が課題である。次に、（仮称）
道の駅については、国が定める基本的な整備目的等を踏まえ、本市独自の整備目的や基
本コンセプト及び導入機能など多岐にわたる検討を行う必要がある

：見直して継続 ：他事業と統合して継続

重点化（拡充） 手段を改善 効率・簡素化 その他

0
0

策定時現状値
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総合戦略　基本目標別総括評価シート（対象：Ｒ４年度実施事業）

達成度
評価

事業の状況

80.0

R7

－

R6

－

R5

67.6

75.0

R4

１ 広報事業 市ホームページ閲覧数／年間

２ コミュニティ施設整備事業

３ 観光資源開発事業

人や情報の交流による［住みやすさナンバー１のまち八潮］の発信

数値目標

基本目標 2

指標名 単位 現状値

％
69.9

(R1年度)

実績

計画

町会自治会館備品購入／累計

入込観光客数／年間

ＫＰＩ名

八潮市に「住み続けたい」人の
割合（20～40代）
※「ずっと住み続けたい」
  「できれば住み続けたい」の
   合算値
  （無回答は除いて算出）

備　　考事務事業名
活動
評価

C

A

B

A

A

A
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総合戦略　事業評価シート（対象：Ｒ４年度実施事業）

■

事業の評価

22,911,664
(内

19,881,022
)

：見直して継続 ：他事業と統合して継続

理
由
市ホームページ、広報やしお、やしお840メール配信サービス、SNS,AR動画等
を活用し、市内で行われる様々なイベント情報を随時、市内外へ発信した。

：休止・廃止

● A：達成した(100%）

B：あまりできなかった（80%未満） C：活動できなかった

基本目標

事業内容

具体的な施策

2

1,100,000

人や情報の交流による〔住みやすさナンバー1のまち八潮〕の発信

・本市の産業や観光資源などの「八潮市の魅力」について、様々な広報媒体を活用して効果的に発信する。

方向性

● ：現状のまま継続

1,155,000 1,212,000

B：概ね達成できた(80%以上) C：達成できなかった（80%未満）

ホームページやSNSの活用について、庁内LANの業務掲示板及びシティセールス
推進員会などで定期的な庁内周知を図ると共にホームページやメール配信サー
ビスの操作研修会を実施し、職員のレベルアップを図る。また、市民への情報
提供について、先進自治体の事例などの新たな手法の導入について調査・研究
する。

対
応

事業の実施状況（見込み）
（内一般財源）

1,272,000

R7R6R5R4

重点化（拡充） 手段を改善 効率・簡素化 その他

ＫＰＩ名

課企画財政部事務事業名

① Ｒ４年度の活動の実施状況の評価

施策の柱(章) 6

R4

総合計画
大施策(節) 2

総合戦略

市民に開かれたまちづくり

：終了・完了

広聴・広報の充実

事業費（千円）

理
由
市ホームページの閲覧数については、1,613,322件で計画値を達成することが
できた。

③ 成果向上のための課題と対応策

市ホームページ、広報やしお及びやしお840メールを活用
するとともに、SNSを活用した情報発信を行った。また、
動画配信サイト等を活用し、市内で行われる様々なイベ
ントの情報や開催風景の動画等を市内外へ発信した。

② Ｒ４年度のＫＰＩ達成度

件

単位

部１　広報事業

● A：概ねできた(80%以上)

市ホームページ閲覧数／年間

R5

1,613,322

課
題
ホームページの活用をはじめ、積極的な情報発信について、引き続き職員の意
識付けやSNSなどの新たな情報発信ツールの検討が必要である。

秘書広報課

新公共経営～協働で経営する自主・自律のまち～

1,052,228

策定時現状値

R6

計画

実績

R7
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総合戦略　事業評価シート（対象：Ｒ４年度実施事業）

件

単位 R4

課
題
補助金の制度を知らない町会自治会があり申請件数が少ない年がある。

：見直して継続 ：他事業と統合して継続

重点化（拡充） 手段を改善 効率・簡素化 その他

5
1

策定時現状値

具体的な施策

2

3

人や情報の交流による〔住みやすさナンバー1のまち八潮〕の発信

・地域コミュニティの活動拠点である町会・自治会館の改修や修繕、活動に必要な備品等の購入を支援することで、地域コミュニティの活性化を
図り、世代間の交流を促進する。

方向性

● ：現状のまま継続

4

② Ｒ４年度のＫＰＩ達成度

●

6

R7R6R5

B：あまりできなかった（80%未満） C：活動できなかった

(内0)

①(一財)自治総合センターのコミュニティ助成金を活用
し、町会・自治会の備品購入に対し補助金を支給した。
（新田町会・伊勢野自治会）

ふれあいと連帯感にみちた地域社会づくり

：休止・廃止 ：終了・完了

事業費（千円）

総会等の機会に、補助金の制度を全町会自治会に周知する。
対
応

理
由

２件の町会・自治会に対して、コミュニティ活動に必要な備品等の購入を支援
することで、地域コミュニティの活性化を図り、世代間の交流を促進すること
ができた。

理
由
町会自治会館備品購入を２件実施し、計画どおり累計３件実施することができ
た。

③ 成果向上のための課題と対応策

A：達成した(100%） B：概ね達成できた(80%以上) C：達成できなかった（80%未満）

基本目標

事業内容

R6

計画

実績

R7

ＫＰＩ名

町会自治会館備品購入／累計
3

R5

総合計画
大施策(節) 8

総合戦略
コミュニティ環境の整備

●

市民活力推進部事務事業名

① Ｒ４年度の活動の実施状況の評価

施策の柱(章) 1

事業の実施状況（見込み）
（内一般財源）

事業の評価

3,800

市民協働推進課

教育文化・コミュニティ～学びとつながりを大切にするまち～

課部２　コミュニティ施設整備事業

R4

A：概ねできた(80%以上)

10



総合戦略　事業評価シート（対象：Ｒ４年度実施事業）

総合計画
大施策(節) 4

総合戦略
観光の振興

市民活力推進部事務事業名

①　Ｒ４年度の活動の実施状況の評価

施策の柱(章) 4

事業の実施状況（見込み）
（内一般財源）

事業の評価

2,640

商工観光課

産業経済・観光～地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまち～

課部３　観光資源開発事業

R4

A：概ねできた(80%以上)

基本目標

事業内容

R6

計画

実績

R7

ＫＰＩ名

入込観光客数／年間
52,000

R5

水と花にふれあう観光づくり

：休止・廃止 ：終了・完了

事業費（千円）

（一社）八潮市観光協会や中川やしお子どもの水辺運営協議会の構成団体等と
の連携により、より安全で魅力あるイベントの開催ができるよう協議してい
く。

対
応

理
由

コロナ禍ではあったが、夜市以外の観光イベントを開催することができた。
このほか、中川やしお水辺の楽校に災害体験用水中歩行路やカヌー昇降口など
が追加整備され、さらに水辺に親しめ、学べる施設となった。

理
由
新型コロナの影響や中川やしお水辺の楽校の追加整備工事により、夜市や水辺
の楽校特別イベント等が中止となったことが要因である。

③　成果向上のための課題と対応策

A：達成した(100%） B：概ね達成できた(80%以上) ● C：達成できなかった（80%未満）

具体的な施策

2

212,000

人や情報の交流による〔住みやすさナンバー1のまち八潮〕の発信

・「中川やしおフラワーパーク」「水辺の楽校」「やしお駅前公園」は本市の貴重な観光資源であることから、様々な観光イベント等を実施し、
多くの観光客が訪れることで、本市の産業振興に寄与する。

方向性

● ：現状のまま継続

213,000

②　Ｒ４年度のＫＰＩ達成度

215,000

R7R6R5

B：あまりできなかった（80%未満） C：活動できなかった

(内2,640)

●
中川やしおフラワーパーク、中川やしお水辺の楽校、や
しお駅前公園を活用し、朝市や花桃まつり等のイベント
を開催した。

人

単位 R4

課
題

新型コロナの影響により、様々なイベントが３年間できなかったことに加え、
今後は、ウィズコロナ、アフターコロナに適したイベントの開催が求められる
ことから、イベント内容等の再検討が必要である。

：見直して継続 ：他事業と統合して継続

重点化（拡充） 手段を改善 効率・簡素化 その他

214,000
186,000

策定時現状値
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総合戦略　基本目標別総括評価シート（対象：Ｒ４年度実施事業）

26.0－「子育て環境」の満足度
（20～40代）
※「満足」「やや満足」の

合算値（無回答は除いて算出）

％
16.3

(R1年度)
実績

計画 －

14.0

21.0

事務事業名
活動
評価

１ 地域子育て支援拠点事業 A

利用定員数（翌年度４月１日現
在）

B

事業の状況

ＫＰＩ名

子育てひろば利用者数／年間

B

達成度
評価

A

備　　考

３ 保育所整備事業 A

２ 利用者支援事業 A 相談件数／年間

６ 家庭教育推進事業 A A

８ 小中一貫教育推進事業

保育や教育の充実による親子が安心できる子育て環境づくり

数値目標

基本目標 3

指標名 単位 現状値 R7R6R5R4

いのちの授業等実施回数／年間

全国学力学習状況調査の平均正答
率の全国との差

全国学力学習状況調査の平均正答
率の全国との差

A

A

７ 教育指導推進事業 A C

A C

４ 放課後児童健全育成施設
  整備事業

A

５ 学童保育所管理運営事業 A

定員数（翌年度４月１日現在）

学童保育所利用者数／年間

12



総合戦略　事業評価シート（対象：Ｒ４年度実施事業）

　

事業の評価

38,883
(内19,929)

：見直して継続 　 ：他事業と統合して継続

理
由

市内６か所の子育てひろばにおいて、子育て相談（273件）、身体測定（1,737
人）、栄養相談（19件）、各種講習会（5,088人）を実施した。

：休止・廃止

● A：達成した(100%）

B：あまりできなかった（80%未満） C：活動できなかった

基本目標

事業内容

具体的な施策

3

30,000

保育や教育の充実による親子が安心できる子育て環境づくり

・子育て親子（概ね３歳未満の児童及び保護者）の交流の場の提供と交流の促進、子育て等に関する相談・援助の実施、地域子育て関連情報の提
供、子育て及び子育て支援に関する講習等を実施する。

方向性

● ：現状のまま継続

　

40,000 50,000

B：概ね達成できた(80%以上) C：達成できなかった（80%未満）

・直営のひろばについては、ＮＰＯ法人などへの委託方式を検討する。
・近隣市のひろばの開催状況の調査をする必要がある。
・やしお子育て応援ナビを活用した周知を行う。

対
応

事業の実施状況（見込み）
（内一般財源）

50,000

R7R6R5R4

重点化（拡充） 手段を改善 効率・簡素化 その他

ＫＰＩ名

課子ども家庭部事務事業名

①　Ｒ４年度の活動の実施状況の評価

施策の柱(章) 2

R4

総合計画
大施策(節) 8

総合戦略

全ての子どもの幸せづくり

：終了・完了

子育て支援の推進

事業費（千円）

理
由

コロナ禍により、各ひろばの利用定員を制限していたが、計画値以上の利用実
績があった。

③　成果向上のための課題と対応策

市内６か所で子育てひろばを開催し、子育て親子の交流
の場を提供するとともに子育て情報の提供、相談等を実
施した。また、直営のひろばについては、ＮＰＯ法人な
どへの委託方式を検討した。

②　Ｒ４年度のＫＰＩ達成度

件

単位

部１　地域子育て支援拠点事業

● A：概ねできた(80%以上)

子育てひろば利用者数／年間

R5

33,075

課
題

・直営の子育てひろばについて民間事業者へ委託し、民間の柔軟な発想や
  運営ノウハウなどから更なるサービスの充実を図る必要がある。
・開催時間の延長を検討する必要がある。

子育て支援課

健康福祉・子育て～誰もがいきいきと暮らせるまち～

20,248

策定時現状値

R6

計画

実績

R7
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総合戦略　事業評価シート（対象：Ｒ４年度実施事業）

総合計画
大施策(節) 8

総合戦略
子育て支援の推進

●

子ども家庭部事務事業名

①　Ｒ４年度の活動の実施状況の評価

施策の柱(章) 2

事業の実施状況（見込み）
（内一般財源）

事業の評価

7,561

子育て支援課

健康福祉・子育て～誰もがいきいきと暮らせるまち～

課部２　利用者支援事業

R4

A：概ねできた(80%以上)

基本目標

事業内容

R6

計画

実績

R7

ＫＰＩ名

相談件数／年間
295

R5

全ての子どもの幸せづくり

：休止・廃止 ：終了・完了

事業費（千円）

市のホームページ、やしお８４０メール配信、子育て応援サイト等による周知
に加え、乳児家庭全戸訪問などにおいてもチラシを配布するなど、関係課と連
携し事業周知を図る。

対
応

理
由

やしお子育てほっとステーションにおいて「利用者支援事業」をＮＰＯ法人の
業務委託により事業を実施した。また、賃貸借によりやしお子育て応援ナビを
運用した。

理
由
計画値は達成できなかったが、やしお子育てほっとステーションにおいて「利
用者支援事業」をＮＰＯ法人の業務委託により事業を実施した。

③　成果向上のための課題と対応策

A：達成した(100%） ● B：概ね達成できた(80%以上) C：達成できなかった（80%未満）

具体的な施策

3

340

保育や教育の充実による親子が安心できる子育て環境づくり

・駅周辺の子育て支援施設等に子育てコーディネーターを配置し、教育・保育施設や地域子育て支援事業等の利用に関する情報集約と情報提供を
行うとともに、保護者からの相談に応じ、情報提供、助言を行うサービスについて、委託により実施する。

方向性

● ：現状のまま継続

360

②　Ｒ４年度のＫＰＩ達成度

400

R7R6R5

B：あまりできなかった（80%未満） C：活動できなかった

(内2,200)

・「やしお子育てほっとステーション内」において「利
用者支援事業」を実施した。
・子育て応援サイトアプリを活用し、子育て支援に関す
る情報発信を行った。

件

単位 R4

課
題
利用者支援事業の更なる周知と関係課との連携が必要である。

：見直して継続 ：他事業と統合して継続

重点化（拡充） 手段を改善 効率・簡素化 その他

380
329

策定時現状値
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総合戦略　事業評価シート（対象：Ｒ４年度実施事業）

総合計画
大施策(節) 8

総合戦略
保育施設の整備

●

子ども家庭部事務事業名

①　Ｒ４年度の活動の実施状況の評価

施策の柱(章) 2

事業の実施状況（見込み）
（内一般財源）

事業の評価

0

子育て支援課

健康福祉・子育て～誰もがいきいきと暮らせるまち～

課部３　保育所整備事業

R4

A：概ねできた(80%以上)

基本目標

事業内容

R6

計画

実績

R7

ＫＰＩ名

利用定員数（翌年度４月１日
現在） 1,759

R5

全ての子どもの幸せづくり

：休止・廃止 ：終了・完了

事業費（千円）

第２期八潮市子ども・子育て支援事業計画に基づき、待機児童の解消に向け、
計画的に保育施設を整備する。

対
応

理
由
待機児童を解消するため、民設民営の小規模保育施設（２施設）の開所に向け
て事務を行い、令和５年４月１日に開所した。

理
由
計画値は達成できなかったが、民設民営の小規模保育施設（２施設）の開所に
向けて事務を行い、令和５年４月１日に開所した。

③　成果向上のための課題と対応策

A：達成した(100%） ● B：概ね達成できた(80%以上) C：達成できなかった（80%未満）

具体的な施策

3

1,850

保育や教育の充実による親子が安心できる子育て環境づくり

・毎年４月１日時点における待機児童数を踏まえ、今後の駅周辺の住環境整備の進捗状況や女性就業率の上昇等を勘案し、民間認可保育所及び小
規模保育事業所の整備等について検討する。

方向性

● ：現状のまま継続

1,943

②　Ｒ４年度のＫＰＩ達成度

2,054

R7R6R5

B：あまりできなかった（80%未満） C：活動できなかった

(内0)

・八潮駅周辺の住宅の整備状況や女性の就業率の上昇等
から、待機児童が発生することが想定されるめ、「第２
期八潮市子ども・子育て支援事業計画」に基づき、保育
施設の整備について検討し、小規模保育施設（２施設）
を整備した。
・経年劣化が進行している公立保育所の代替施設の確保
を含め、計画的な保育施設の整備を検討した。

件

単位 R4

課
題
・経年劣化している公立保育施設の再整備について検討する必要がある。
・住環境整備、女性の就業率の上昇等から、保育所の需要増が見込まれる。

：見直して継続 ：他事業と統合して継続

重点化（拡充） 手段を改善 効率・簡素化 その他

2,054
1,664

策定時現状値
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総合戦略　事業評価シート（対象：Ｒ４年度実施事業）

■

R5

総合計画
大施策(節) 8

総合戦略
保育施設の整備

●

子ども家庭部事務事業名

①　Ｒ４年度の活動の実施状況の評価

施策の柱(章) 2

事業の実施状況（見込み）
（内一般財源）

事業の評価

0

子育て支援課

健康福祉・子育て～誰もがいきいきと暮らせるまち～

課部４　放課後児童健全育成施設整備事業

R4

A：概ねできた(80%以上)

R6

計画

実績

R7

ＫＰＩ名

定員数（翌年度４月１日現
在） 690

・八潮駅周辺の住宅の整備状況や女性の就業率の上昇等
から、待機児童が発生することが想定されるため、「第
２期八潮市子ども・子育て支援事業計画」に基づき、学
童保育所の整備について検討した。
・社会福祉法人等の民間活力を導入して、学校敷地外で
の施設整備や送迎サービス等の仕組みについて検討し
た。

全ての子どもの幸せづくり

：休止・廃止 ：終了・完了

事業費（千円）

学校敷地内への新設や移設が困難な場合には、社会福祉法人等により学校敷地
外に施設を整備し、入所児童の安全・安心を確保する送迎サービスなどを行う
新たな学童保育の提供や補助方式による運営等を検討する。

対
応

理
由

・経年劣化しているどんぐり学童保育所の再整備について検討した。
・社会福祉法人等の民間活力を導入して、学校敷地外での施設整備について
　検討した。
・新設小学校に隣接する学童保育所の整備について検討した。

理
由
学童保育所の利用定員が計画値を上回った。

③　成果向上のための課題と対応策

A：達成した(100%） B：概ね達成できた(80%以上) C：達成できなかった（80%未満）

基本目標

事業内容

具体的な施策

3

670

保育や教育の充実による親子が安心できる子育て環境づくり

・今後の駅周辺の住環境整備の進捗状況や女性就業率の上昇等を勘案し、学童保育所の整備について検討する。

方向性

：現状のまま継続

670

●

②　Ｒ４年度のＫＰＩ達成度

●

730

R7R6R5

B：あまりできなかった（80%未満） C：活動できなかった

(内0)

件

単位 R4

課
題

・経年劣化している学童保育所の移設整備の方策を検討する必要がある。
・八潮駅を中心に児童数が増加しており、小学校の普通教室が不足し、空き
　教室を活用していた学童保育所を学校敷地外に移設する必要がある。

：見直して継続 ：他事業と統合して継続

重点化（拡充） 手段を改善 効率・簡素化 その他

730
670

策定時現状値
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総合戦略　事業評価シート（対象：Ｒ４年度実施事業）

■

R5

総合計画
大施策(節) 8

総合戦略
保育内容の充実

●

子育て福祉部事務事業名

① Ｒ４年度の活動の実施状況の評価

施策の柱(章) 2

事業の実施状況（見込み）
（内一般財源）

事業の評価

205,319

保育課

健康福祉・子育て～誰もがいきいきと暮らせるまち～

課部５　学童保育所管理運営事業

R4

A：概ねできた(80%以上)

R6

計画

実績

R7

ＫＰＩ名

学童保育所利用者数／年間
8,193

駅周辺の学童保育所の整備・運営（補助）をするととも
に、公設民営１か所、民設民営５か所、合計６か所の学
童保育所において、開所時間を延長して開所した。

全ての子どもの幸せづくり

：休止・廃止 ：終了・完了

事業費（千円）

新たな学童保育所の整備や開所時間の延長について、民間活力を導入すること
で、保育需要の増大や新たな保育ニーズに柔軟に対応できるものと考えてい
る。

対
応

理
由
合計６か所の学童保育所において開所時間を延長して学童保育所を運営するこ
とができたため。

理
由
八潮駅周辺の保育需要の増加により、学童保育所利用者数が成果指標の目標を
上回ることができたため。

③ 成果向上のための課題と対応策

A：達成した(100%） B：概ね達成できた(80%以上) C：達成できなかった（80%未満）

基本目標

事業内容

具体的な施策

3

7,180

保育や教育の充実による親子が安心できる子育て環境づくり

・子育て支援環境の充実を図るため、駅周辺に学童保育所を整備し、併せて駅周辺の学童保育所の開所時間を延長する。

方向性

● ：現状のまま継続

7,180

② Ｒ４年度のＫＰＩ達成度

●

7,800

R7R6R5

B：あまりできなかった（80%未満） C：活動できなかった

(内62,023)

人

単位 R4

課
題
八潮駅周辺の保育需要の増加により、利用児童の増加や長時間保育に対する
ニーズなど、新たな保育ニーズへの対応が求められている。

：見直して継続 ：他事業と統合して継続

重点化（拡充） 手段を改善 効率・簡素化 その他

7,800
6,797

策定時現状値
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総合戦略　事業評価シート（対象：Ｒ４年度実施事業）

■

回

単位 R4

課
題

　未実施の学校があるため年間のスケジュールを再構築し事業を進めていく。

：見直して継続 ：他事業と統合して継続

重点化（拡充） 手段を改善 効率・簡素化 その他

27
20

策定時現状値

具体的な施策

3

25

保育や教育の充実による親子が安心できる子育て環境づくり

・命の大切さを学び、生きる力を育むためのいのちの授業等を市内小中学校において実施する。

方向性

● ：現状のまま継続

27

②　Ｒ４年度のＫＰＩ達成度

●

30

R7R6R5

B：あまりできなかった（80%未満） C：活動できなかった

(内595)

市内全５校の中学校において、中学３年生を対象にクラ
ス単位で「いのちの授業」を２０回実施した。また、市
内５校の小学校において小学６年生等及び保護者を対象
に「いのちのおはなし」及び「家庭で伝えるいのちと
性」を５回実施した。

社会の要請に応えた教育の環境づくり

：休止・廃止 ：終了・完了

事業費（千円）

　講師が１人のため、講座の開催時期及び回数を検討し各小中学校との連携を
図りながら、全校で開催できるよう事業を進めていく。

対
応

理
由

 コロナ対策を講じた上で小学６年生及び保護者を対象に「いのちのおはな
し」及び「家庭で伝えるいのちと性」実施

理
由

　講座は小学校５回、中学校２０回予定どおり開催できました。

③　成果向上のための課題と対応策

A：達成した(100%） B：概ね達成できた(80%以上) C：達成できなかった（80%未満）

事業内容

R6

計画

実績

R7

ＫＰＩ名

いのちの授業等実施回数／年
間 25

R5

総合計画
大施策(節) 4

総合戦略
家庭における教育の充実

●

教育総務部事務事業名

①　Ｒ４年度の活動の実施状況の評価

施策の柱(章) 1

事業の実施状況（見込み）
（内一般財源）

事業の評価

675

社会教育課

教育文化・コミュニティ～学びとつながりを大切にするまち～

課部６　家庭教育推進事業

R4

A：概ねできた(80%以上)

基本目標

18



総合戦略　事業評価シート（対象：Ｒ４年度実施事業）

ポイント

単位 R4

課
題

学習塾との連携事業は平成28年度から実施している。全国学力・学習状況調査
における全国平均との差は、年々小さくなっているが、プラスに転じることは
できておらず、学力向上は引き続き課題である。事業の実施規模や実施時期、
実施内容など今後も検討していく必要がある。

：見直して継続 ：他事業と統合して継続

重点化（拡充） 手段を改善 効率・簡素化 その他

小+4.0　中+2.0小-1.7
中-6.3

策定時現状値

具体的な施策

3

小+2.0　中+1.0

保育や教育の充実による親子が安心できる子育て環境づくり

・学習塾と連携し、児童一人ひとりのつまづきを把握し、それに応じた課題に取り組むことにより、個々の学力を伸ばし、学力向上を図る。

方向性

● ：現状のまま継続

小+3.0　中+1.5

②　Ｒ４年度のＫＰＩ達成度

小+5.0　中+2.0

R7R6R5

B：あまりできなかった（80%未満） C：活動できなかった

(内6,424)

市内小学校５年生を対象に学習塾講師による国語・算数
の学習指導を全８回実施し、287名が参加した。１クラス
あたり１０人程度の習熟度別クラスを編成し、会場は市
内各小学校を利用した。

次代を担う人づくり

：休止・廃止 ：終了・完了

事業費（千円）

事業実施の成果と課題を検証し、実施規模や実施時期、実施回数、対象学年、
クラス編成、学習内容等を必要に応じて工夫改善する。事業実施とともに、学
校における日々の授業についても見直し、教師の授業力向上、魅力ある授業づ
くりを図るための指導・助言を行う。

対
応

理
由

学習塾との連携事業を実施することができた。動画解説を含めた全8回の講座
に287名が参加し、一人一人にきめ細かな指導につなげることができた。参加
した児童や保護者からは、「苦手が克服できた」「学習の仕方が分かった」
「学習に対する意欲が高まった」と評価が高かった。

理
由

学習塾との連携事業で、家庭学習への意欲を高め、つまづきを確認し苦手克服
を支援することはできたが、対象学年がひと学年のみであり、ＫＰＩ数値に対
しては、達成できなかった。

③　成果向上のための課題と対応策

A：達成した(100%） B：概ね達成できた(80%以上) ● C：達成できなかった（80%未満）

基本目標

事業内容

R6

計画

実績

R7

ＫＰＩ名

全国学力学習状況調査の平均
正答率の全国との差 小-1.9　中-4.2

R5

総合計画
大施策(節) 2

総合戦略
教育内容の充実

●

学校教育部事務事業名

①　Ｒ４年度の活動の実施状況の評価

施策の柱(章) 1

事業の実施状況（見込み）
（内一般財源）

事業の評価

6,424

指導課

教育文化・コミュニティ～学びとつながりを大切にするまち～

課部７　教育指導推進事業

R4

A：概ねできた(80%以上)
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総合戦略　事業評価シート（対象：Ｒ４年度実施事業）

総合計画
大施策(節) 2

総合戦略
教育内容の充実

●

学校教育部事務事業名

①　Ｒ４年度の活動の実施状況の評価

施策の柱(章) 1

事業の実施状況（見込み）
（内一般財源）

事業の評価

2,876

小中一貫教育推進室

教育文化・コミュニティ～学びとつながりを大切にするまち～

課部８　小中一貫教育推進事業

R4

A：概ねできた(80%以上)

基本目標

事業内容

R6

計画

実績

R7

ＫＰＩ名

全国学力学習状況調査の平均
正答率の全国との差 小-1.9　中-4.2

R5

次代を担う人づくり

：休止・廃止 ：終了・完了

事業費（千円）

市内各校での八潮スタンダードを活用した校内研修や小中一貫教育推進検討部
会の充実、若手教員を対象とした授業研修会、校内研修を充実させるための大
学との連携事業を実施するとともに、小坂町派遣教職員、学力向上指導員、指
導主事を活用した授業実践の指導を通して、教職員の指導力向上に努める。

対
応

理
由

小中一貫教育推進検討部会の各部会において、八潮スタンダードを活用した授
業改善について研究し、市内各校で授業改善が推進された。また、八潮市の教
育について、八幡中学校ブロックでの研究発表会や八潮の教育「合同報告会２
０２２」を開催し、参加者から高い評価を受けた。

理
由

全国学力・学習状況調査では、目標値を達成することはできなかったものの、
埼玉県学力・学習状況調査では、県平均に迫り、数値が上昇傾向にある。これ
は、小中一貫教育の成果であると言える。また、上がり下がりはあるものの、
全国学力・学習状況調査においても着実に全国平均との差を縮めることができ
ている。

③　成果向上のための課題と対応策

A：達成した(100%） B：概ね達成できた(80%以上) ● C：達成できなかった（80%未満）

具体的な施策

3

小+2.0　中+1.0

保育や教育の充実による親子が安心できる子育て環境づくり

・小中学校９年間を円滑に接続し、「学力・体力の向上」と「豊かな心の育成」を目指し、「知・徳・体」のバランスの取れた児童生徒を育成す
るため、小中一貫教育を実施する。

方向性

● ：現状のまま継続

小+3.0　中+1.5

②　Ｒ４年度のＫＰＩ達成度

小+5.0　中+2.0

R7R6R5

B：あまりできなかった（80%未満） C：活動できなかった

(内2,876)

全小中学校を対象にした小中一貫教育の研究指定を継続
した。八潮市教職員派遣研修に参加した教員を生かし、
「八潮スタンダード」を活用した授業改善の更なる推進
を図った。市内の八幡中学校ブロックにおいて研究発表
会を開催した。

ポイント

単位 R4

課
題

市内各校で授業改善が進んできているが、教科や学校により、差が生じてきて
いる。また、若手教員の増加や校内研修が停滞してきている学校がある。小中
一貫教育において大切にしている、授業での繋がりに焦点を当て、小学校での
取組を中学校へ繋げ、全教科・全職員で授業改善を推進していくことが課題で
ある。

：見直して継続 ：他事業と統合して継続

重点化（拡充） 手段を改善 効率・簡素化 その他

小+4.0　中+2.0小-1.7
中-6.3

策定時現状値
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総合戦略　基本目標別総括評価シート（対象：Ｒ４年度実施事業）

２ 防犯施設整備事業 A B

４ コミュニティ意識高揚事業 C C

全防犯灯数／延べ数

市民意識調査による、地域活動へ
の参加状況
（「積極的に参加」「ときどき参
加」の回答）
※無回答を除いて算出

交通安全教室参加者数／年間 BA

１ 防犯活動普及事業

備　　考

自助・共助・公助の充実による安全・安心なコミュニティの形成

数値目標

基本目標 4

指標名 単位 現状値 R7

市民意識調査による市民の防犯
対策の充実に対する満足度
（「満足」「やや満足」の合算
値）
※無回答を除き算出

％
9.4

(R1年度)

事業の状況

19.5

３ 交通安全指導・教育事業

A 犯罪認知件数／年間

達成度
評価

C

ＫＰＩ名事務事業名
活動
評価

R6

―

R5

12.7

14.5

R4

―

実績

計画
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総合戦略　事業評価シート（対象：Ｒ４年度実施事業）

事業の評価

3,304
(内3,304)

：見直して継続 ：他事業と統合して継続

理
由

新型コロナウイルス感染症の影響で一部活動を縮小した事業があったが、自主
防犯団体に対する防犯グッズの貸与等による活動支援や草加警察署や防犯協会
と連携した戸別訪問の実施、青色回転灯パトロール車を活用した啓発活動など
可能な範囲で防犯活動を実施できた。

：休止・廃止

A：達成した(100%）

B：あまりできなかった（80%未満） C：活動できなかった

基本目標

事業内容

具体的な施策

4

600

自助・共助・公助の充実による安全・安心なコミュニティの形成

・防犯協会を通じて防犯対策及び自主防犯組織の育成、支援を行い地域の防犯力の強化を図る。
また、オウム真理教対策や暴力排除、暴力団排除を推進するとともに、犯罪の起きにくいまちづくり（防犯環境設計）を推進する。

方向性

● ：現状のまま継続

600 600

B：概ね達成できた(80%以上) ● C：達成できなかった（80%未満）

・草加地区防犯協会と連携し、街頭キャンペーンや青色回転灯パトロール車に
よる呼びかけを強化する。
・自主防犯団体への支援を継続し、地域における防犯意識の醸成を図る。

対
応

事業の実施状況（見込み）
（内一般財源）

600

R7R6R5R4

重点化（拡充） 手段を改善 効率・簡素化 その他

ＫＰＩ名

課生活安全部事務事業名

① Ｒ４年度の活動の実施状況の評価

施策の柱(章) 3

R4

総合計画
大施策(節) 3

総合戦略

犯罪のない安全で安心なまちづくり（防犯）

：終了・完了

防犯力の強化

事業費（千円）

理
由
近年、犯罪認知件数が減少傾向であったが、自転車の盗難が急激に増加したこ
とに伴い、犯罪認知件数も増加し、ＫＰＩを達成できなかった。

③ 成果向上のための課題と対応策

防犯協会と協力して、青色回転灯パトロール車を活用し
た防犯活動の充実を図った。
自主防犯団体に対し防犯グッズを貸与し、自主防犯パト
ロール隊の育成を図った。
防犯関連団体対して補助金を交付し、活動の支援を図っ
た。

② Ｒ４年度のＫＰＩ達成度

件

単位

部１　防犯活動普及事業

● A：概ねできた(80%以上)

犯罪認知件数／年間

R5

841

課
題
自転車の盗難が大幅に増加しており、自転車の盗難防止に関する啓発活動等が
課題になっている。

交通防犯課

防災・防犯・消防・救急～誰もが安全で安心して暮らせるまち～

648

策定時現状値

R6

計画

実績

R7
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総合戦略　事業評価シート（対象：Ｒ４年度実施事業）

R5

総合計画
大施策(節) 3

総合戦略
防犯施設の整備

●

生活安全部事務事業名

①　Ｒ４年度の活動の実施状況の評価

施策の柱(章) 3

事業の実施状況（見込み）
（内一般財源）

事業の評価

32,030

交通防犯課

防災・防犯・消防・救急～誰もが安全で安心して暮らせるまち～

課部２　防犯施設整備事業

R4

A：概ねできた(80%以上)

R6

計画

実績

R7

ＫＰＩ名

全防犯灯数／延べ数
3,515

町会自治会が設置・管理している防犯灯に対し補助金を
交付し、整備を促進した。
市が設置した防犯カメラの保守点検等を実施した。

犯罪のない安全で安心なまちづくり（防犯）

：休止・廃止 ：終了・完了

事業費（千円）

管理や映像取得の効率化を図るため、映像保存媒体のクラウド化を含め防犯カ
メラのリース等を検討する。

対
応

理
由

・防犯カメラの適切な保守点検を実施し、故障が発覚したカメラの交換工事を
行った。
・町会自治会の防犯灯については、順調にLED化が進んでいる。

理
由
町会自治会の防犯灯については順調にLED化が進んでいる。しかし、KPIの全防
犯灯数は、計画値に達していない。

③　成果向上のための課題と対応策

A：達成した(100%） ● B：概ね達成できた(80%以上) C：達成できなかった（80%未満）

基本目標

事業内容

具体的な施策

4

3,620

自助・共助・公助の充実による安全・安心なコミュニティの形成

・町会自治会が設置管理する防犯灯に対し、設置は３分の２上限６万円（ＬＥＤ灯の場合８万円を限度に全額）、修繕は３分の２上限２万円、電
気料は全額を補助する。計画に基づき防犯カメラを警察と協議しながら設置場所を決定し、整備する。

方向性

● ：現状のまま継続

3,660

②　Ｒ４年度のＫＰＩ達成度

3,740

R7R6R5

B：あまりできなかった（80%未満） C：活動できなかった

(内32,030)

基

単位 R4

課
題

・耐用年数を経過した防犯カメラが多くなってきている。
・警察からの防犯カメラ映像提供依頼が増えていることから、防犯カメラの管
理や映像取得業務に係る業務の効率化を図る必要がある。

：見直して継続 ：他事業と統合して継続

重点化（拡充） 手段を改善 効率・簡素化 その他

3,700
3,517

策定時現状値
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総合戦略　事業評価シート（対象：Ｒ４年度実施事業）

総合計画
大施策(節) 5

総合戦略
交通安全意識の高揚

●

生活安全部事務事業名

① Ｒ４年度の活動の実施状況の評価

施策の柱(章) 3

事業の実施状況（見込み）
（内一般財源）

事業の評価

13,009

交通防犯課

防災・防犯・消防・救急～誰もが安全で安心して暮らせるまち～

課部３　交通安全指導・教育事業

R4

A：概ねできた(80%以上)

基本目標

事業内容

R6

計画

実績

R7

ＫＰＩ名

交通安全教室参加者数／年間
3,236

R5

交通事故のない安全で安心なまちづくり（交通安全）

：休止・廃止 ：終了・完了

事業費（千円）

公募制を導入したが応募が少ないため、更なる周知を行い人員の確保に努め
る。

対
応

理
由

・スケアード・ストレイト教育技法を用いた交通安全教室を八條、八幡中学校
で実施した。また、市内全小学校での交通安全教室を実施したほか、幼児や高
齢者等を対象にした交通安全教室も実施した。
・交通指導員の立哨率が上がり、子ども達の安全確保や交通指導の機会が増え
た

理
由

小学校で実施した交通安全教室について、新型コロナウイルス感染症の影響で
規模を縮小したため、参加者数がKPIの計画に達しなかったが、スケアード・
ストレイト教育技法を用いた交通安全教室や、幅広い年代の方を対象とした交
通安全教室を実施することができた。

③ 成果向上のための課題と対応策

A：達成した(100%） ● B：概ね達成できた(80%以上) C：達成できなかった（80%未満）

具体的な施策

4

8,000

自助・共助・公助の充実による安全・安心なコミュニティの形成

・幼稚園及び保育所においては正しい道路の渡り方を、小学校及び中学校においては正しい自転車の乗り方を、高齢者施設においては交通ルール
の再確認を中心に交通安全教室を実施する。また、通学路の主要な交差点等において交通指導員が子どもたちの安全を確保するため立哨を行う。
また、併せて交通指導を行う。

方向性

● ：現状のまま継続

8,100

② Ｒ４年度のＫＰＩ達成度

8,300

R7R6R5

B：あまりできなかった（80%未満） C：活動できなかった

(内13,009)

子ども達の発達段階に応じた交通安全教室を実施した。
中学生においては、スケアード・ストレイト教育技法を
用いた交通安全教室を２校で実施した。
また、通学路の主要な交差点等において交通指導員が子
どもたちの安全を確保するために立哨を行った。

人

単位 R4

課
題
仕事や年齢等を理由に交通指導員を退ぞく方がいる。新しく交通指導員になる
方は少ないため、人員の確保が問題である。

：見直して継続 ：他事業と統合して継続

重点化（拡充） 手段を改善 効率・簡素化 その他

8,200
7,986

策定時現状値
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総合戦略　事業評価シート（対象：Ｒ４年度実施事業）

総合計画
大施策(節) 8

総合戦略
コミュニティ活動の推進

市民活力推進部事務事業名

① Ｒ４年度の活動の実施状況の評価

施策の柱(章) 1

事業の実施状況（見込み）
（内一般財源）

事業の評価

0

市民協働推進課

教育文化・コミュニティ～学びとつながりを大切にするまち～

課部４　コミュニティ意識高揚事業

R4

A：概ねできた(80%以上)

基本目標

事業内容

R6

計画

実績

R7

ＫＰＩ名

市民意識調査による、地域活動へ
の参加状況
（「積極的に参加」「ときどき参
加」の回答）
※無回答を除いて算出

16

R5

ふれあいと連帯感にみちた地域社会づくり

：休止・廃止 ：終了・完了

事業費（千円）

各町会・自治会で新たな事業を実施できるよう、町会自治会連合会の会議等
で、過去の実施事業を紹介する。

対
応

理
由

町会未加入者を含めて行う町会・自治会活動への補助事業の周知に努めたもの
の、新型コロナウイルスの影響もあり事業を実施する町会・自治会はなかっ
た。

理
由

新型コロナウイルスの影響もあり、事業を実施する町会自治会がなく、市民意
識調査による地域活動への参加状況についても計画値の達成には至らなかっ
た。

A：達成した(100%） B：概ね達成できた(80%以上) ● C：達成できなかった（80%未満）

具体的な施策

4

43

自助・共助・公助の充実による安全・安心なコミュニティの形成

・町会・自治会等の公民館を開放し、子どもを中心とした学びや遊びの場として、また、外国人住民との交流の場として活用し、地域のコミュニ
ティ意識の醸成を図る。

方向性

● ：現状のまま継続

-

●

② Ｒ４年度のＫＰＩ達成度

48

R7R6R5

B：あまりできなかった（80%未満） C：活動できなかった

(内0)

地域のコミュニティ意識の醸成を図ることを目的に、町
会・自治会が実施する子どもや外国人住民等（町会自治
会未加入者を含む）を対象とした交流事業等に対し「地
域づくり活動促進事業補助金」を交付し支援する。
※令和４年度については、新型コロナウイルス感染症の
影響により、実施する町会自治会が無かった。

％

単位 R4

課
題
町会自治会未加入者を含む住民が参加しやすい事業を、新たに企画する町会・
自治会が少なく、新たに地域活動へ参加する人が増えない。

：見直して継続 ：他事業と統合して継続

重点化（拡充） 手段を改善 効率・簡素化 その他

-

17

策定時現状値
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